海洋生物資源の変動機構 by 松田 裕之
海洋生物資源の変動機構
松田裕之（横浜国立大学環境情報研究院）
海の資源利用は飽和しているか？
国連食糧農業機構（FAQ）によれば、「世界
の水産資源の半数以上は吉［獲されているか、す
でに十分利用されているJ (FAO 2側）。しか
し、これは魚介類の種数で見た比率であり、水
揚げ量の多くはカタクチイワシ、マイワシなど
のブランクトン食浮魚類が占めている（図 1）。
底魚類の世界の水揚げ量は 1970年頃に頭打ち
になっているが、浮魚類の水揚げ量はまだ増産
可能である。さらに、オキアミ類や中深層性の
イカ類やハダカイワシ類なども生物体量は膨大
であると見られている（笠松2側）。 l卯0年代
の日本近海に分布するカタクチイワシ資源は、
産卵量でみて、 1980年代の同海域のマイワシ資
源に劣らず清水準であったと見られている。
海洋生物資源が人間の漁獲量に比べてずっと
多いことは、鯨類の摂食量の分析からも示唆さ
れる（Tamura& Ohsumi 1朔、笠松2側）。控え
めな推定値によれば、鯨類の資源量は世界の漁
獲量より少ないが、摂食量は漁獲量の数倍以上
に達する（図2）。北太平洋で行われている調査
捕鯨で得られた胃内容物（食性）調査では、北
太平洋のミンククジラの餌の大部分は中深層性
のイカ類やハダカイワシ類、カタクチイワシな
どの浮魚類である。ただし、北太平洋ではカタ
クチイワシをそれほど漁獲していないので、漁
業と直接餌をめく、って競合関係にあるとは限ら
ない（Yodzis2001）。翻って考えれば、鯨類など
の海獣、海鳥類への影響を鮒見すれば、人類は
今後も漁獲量を大幅に増産することができる。
浮魚類の魚種交節験
上記のように、浮魚類の漁獲量は、まだ飽和
しているとは言えない。ただし、浮魚類の資源
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量は定常状態になく、自然変動が激しい。日本
近海では、 1960-70年代にはマサバ、 1930年代
と80年代にはマイワシ、 1労0年代にはカタク
チイワシ、サンマ、マアジが高水準期であった
（図3）。 1”。年前後、マイワシの産卵量と稚
仔魚の生物体量は膨大であり、それが漁獲対象
になる前に何らかの原因で激減し、資源が高齢
化し、加入量が少なかったことがわかっている
(Watanabe et al. 1995）。これは、これらの資源
カ戦った原因泊l獲ではないことを示唆してい
る。吉l獲が原因なら、加入後の減耗が激しく、
漁獲物が小型化したはずである。また、北東太
平洋では、還元層に堆積した鱗の解析により、
マイワシとカタクチイワシカ清史以前から変動
を繰り返してきたことがわかっている
(Baumgartner et al. 1992）。このように、資源量
が増える車越種が官寺代とともに交替することを
魚種交替現象という（松田2003）。
上記のように、小型浮魚類の資源変動は自然
変動であり、その変動機構は未解決だが、海況
や水温の十年単位の変動（レジームシフト）、エ
ルニーニョなどの地球規模での気候変化などの
物理要因が原因とみる考え（αIB.V1岱 2003）と、
魚種交替をする種間での生態学的関係（共通の
餌である動物ブランクトンをめぐる競争関係な
ど）が原因とする仮説がある。数理生態学の理
論によれば、 2種の競争系では自律的な永久振
動は得られないが、 3種競争系では、自律的な
永久振動が説明できる。 Ma回 daet al. (1992) 
は、マイワシ、カタクチイワシ、マサバの3種
について、マイワシがマサパより強く、マサバ
がカタクチイワシより強く、カタクチイワシが
マイワシより強いなすくみ」関係によってこ
れら 3種が変動するという仮説を提唱した



